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問題１ 

 ⑴ 

写真の枠に油性マジックでチーム番号を記載

して両面テープで貼る。 

 

 ⑵ 

 

  

鏡１ 鏡２ 

４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ 
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⑶ 

 
 

 ⑷ 

同じ点 

観察される図形の形や色は同じ。 

違う点 

ミラー板に反射される図形は，何回反射してもはっきり観察されるが，アクリル

板では１回反射した像でも薄くなり，２回，３回と反射の回数が増すにつれてぼ

んやりしか見えなくなっていく。 

  

鏡１ 鏡２ 

４回反射 ２回反射 １回反射 ３回反射 
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問題２ 

 ⑴⑵ 

x〔cm〕 0.1 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 5.0 8.0 

濃度の 

評価結果 
9 9 8 7 5 3 2 1 

距離 

y〔cm〕 
27.7 22.6 17.6 14.5 10.5 7.1 4.1 0.9 

入射角 

〔°〕 
85.7 84.5 83.5 82.3 79.5 75.4 68.4 57.2 

 

 ⑶ 

x＝1.0 cm のとき 

 

  

アクリル板 

支え台 

35 cm 

x 

△ 

《作図の手順》 

① 反射面を延長する補助線

を引く。 

② ①の直線に対して，赤点

と線対称な点を入れる。 

③ ②の点と目を結ぶ直線を

引く。 

④ ③と反射面との交点と実

際の赤点を結ぶ。 
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x＝3.0 cm のとき 

 

 

問題３（⑴濃度の評価結果，入射角それぞれ各８点 ⑵△×各 10 点 

⑶①④各 10 点 ②③各５点 66 点） 

 ⑴ 

 x〔cm〕 0.1 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 5.0 8.0 

 
濃度の 

評価結果 
10 10 10 10 10 10 10 10 

問 

題 

２ 

⑵ 

入射角 

〔°〕 
85.7 84.5 83.5 82.3 79.5 75.4 68.4 57.2 

  

アクリル板 

支え台 

△ 

x 

35 cm 

《作図の手順》 

① 反射面を延長する補助線

を引く。 

② ①の直線に対して，赤点

と線対称な点を入れる。 

③ ②の点と目を結ぶ直線を

引く。 

④ ③と反射面との交点と実

際の赤点を結ぶ。 
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 ⑵ 

 

 

 ⑶（ア） 

入射角が90°に近いときは，ミラー板とアクリル板からの反射光の強さはほとん

ど変わらない。入射角が90°より小さくなると，ミラー板での反射光の方がアク

リル板での反射光より強い。 

 

  （イ） 

ミラー板からの反射光の強さは入射角によらない。 

  

入射角と反射像の濃度の評価 

濃
度
の
評
価
結
果 

10

9
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7

6

5
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2
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0
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入射角〔°〕 

△ アクリル板の濃度の評価  × ミラー板の濃度の評価 
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  （ウ） 

入射角が大きくなるほど，アクリル板からの反射光は強くなる。 

 

  （エ） 

何回も反射した光は，入射角が小さくなるので，アクリル板では見えにくくな

る。 

また，同じ入射角であればアクリル板の方が反射光は弱い。 

 

問題４ 

 ⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

10 cmアクリル板C万華鏡の写真 

 

 

写真の枠に油性マジックでチーム番号を記載

して両面テープで貼る。 

20 cmアクリル板D万華鏡の写真 

 

 

写真の枠に油性マジックでチーム番号を記載

して両面テープで貼る。 
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 ⑵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 

同じ点 

見えているＦの文字の位置，形，大きさは同じ。 

またどちらの筒でも端にいくほどぼんやりする。 

違う点 

長い筒で見た方が，見えるＦの数が多い。中心付近のＦを比較すると，長い筒の

方がはっきり見え，文字の大きさは小さく見える。 

 

 ⑷ 

万華鏡で文字を見ると，何回も反射した像が外側に見える。 

アクリル板では反射の数が増えるほど像がぼんやりする。 

同じＦから出た光が違う回数だけ反射して目に見えるとき，それぞれ光の経路が

違う。反射の回数が多いと入射角が小さくなるので，アクリル板では反射した光

が弱くなる。そのために，何回も反射して現れる外側のＦが見えにくくなる。 

また，短いアクリル板の筒の方が，長い筒より真ん中付近しか像が見えないの

は，同じ回数反射した場合でも，短い方が光の入射角が小さくなり反射光が弱く

なるから。また，長い筒の方が短い筒より反射像の位置が目から離れているの

で，長い方が文字が小さく見える。 

 

赤 

青 
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問題５ 

 ⑴ 

Aさん測定値〔cm〕 Bさん測定値〔cm〕 Cさん測定値〔cm〕 ３人の平均値〔cm〕 

6.2 6.7 6.7 6.5 

めがねをかけている（ ） 

かけていない（ ） 

めがねをかけている（ ） 

かけていない（ ） 

めがねをかけている（ ） 

かけていない（ ） 

めがねをかけているか

（ ）内に〇を付ける

ことで答えなさい。 

 

 ⑵ 

Lを大きくしていくと，見える数字の個数が増える。新しく見えるようになる数

字は，前から見えていた数字より内側に見える。 

 

 ⑶ 

「２」 7  個 「 」 6  個 

 

 ⑷ 

 

 

 ⑸ 

文字からの距離が近いと，文字から出た光が何回も反射しないと目に届かない

（入射角が小さい経路しか目に届かない）。 

（前の実験で）何回も反射した像は外側に見えることがわかっているので，Lが
小さいときは，外側の方に何回も反射した文字が見える。距離が遠くなると，反

射回数が少ない経路を通った光も目に届くようになる。Lをだんだん大きくして

いくと，中心付近にも文字が見えるようになる。 
 

10 cm 20 cm 

→ 


